
認知症高齢者とその家族を　地域で支えあえる町づくりを目指して

高齢者が住みよい町づくりに向けて

認知症医療界で第一人者として活躍され
ている長谷川和夫先生を講師としてお招
きし、3月21日にエコールみよたにて「地
域で支え合おう！認知症」と題した講演会
を開催しました。
認知症高齢者のケアでは「個人を中心に・
物語を大切に・その人らしさを大切に」す
ることが重要だと話されました。介護者
ももちろんですが、認知症を抱える方の
苦しみも忘れてはなりません。「やりたい
こと・やれること」の間の大きなギャップ
に苦しみ、不安やパニック、興奮などに
つながるのです。それもそのはず、今は
できないことや理解できないことが多く
なっているとしても、豊富な経験や人生
への自負・プライドがあるのですから。介
護者は、自分より年長者の方の人生の重
みを尊重し、できないことを責めるので
はなく「そのままでいいよ」と受け入れる
姿勢が大切だと先生は言います。そして
完璧な介護ではなく「いい（適度な）加減」
を覚えることも大切だそうです。人間同
士の関わりに正解などありません。特に
認知症の方との関わりは苦しみを伴うも
のであり、時には虐待や自殺など悲しい

生活・介護支援サポーターが誕生しました！
高齢者が暮らしやすい町づくりを目指し
て『生活・介護支援サポーター』を養成し、
計28名の方が養成講座を修了しました。
医師の講義、転倒予防のためのオリジナ
ル太極拳の習得、施設での介護体験など
を通じ幅広い知識や技術を培った方々で
す。今後は、高齢者の集まりなどに出向
き太極拳の指導やレクリエーションを
行ったり、気軽に悩みを相談できる相手
だったり…そんな身近な存在としてこれ
から地域で活動の幅を広げていく予定で
す。長谷川先生も必要性を訴えた認知症
高齢者と介護者を支える町づくりの一助
になればと考えています。どんどん声を
かけてください！

問い合わせ先　地域包括支援センター　（31）2510

＜町長から直接全員に修了証を渡してもらいました＞

＜講師　長谷川和夫先生＞

ニュースとして耳にすることも多いのが現実です。だから
こそ抱え込まず、地域で支えあえる町づくりが必要なのです。
介護者は、時々介護をされている方の気持ちを考えてみては
いかがでしょう。また周りに苦しんでいる人を見た方は、自分
や自分の家族が認知症になった時どう支援してほしいか考えて
みてはいかがでしょう。何気ない挨拶や労いの言葉だけでも救
われる方がたくさんいるのです。認知症の方が安心して暮ら
せる町は誰にとっても暮らしやすい町、とも言えるのではない
でしょうか。今回の講演は、新たな視点で町づくりや地域づく
りのきっかけとなったと言えるのではないでしょうか。
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ご意見をお気軽におよせください。
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介
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落
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。
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加
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介
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な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
計

画
す
る
予
定
で
す
。

「家族だからこそのつらさや大変
なこともあったけど、周りの人の
支えもあって何とかやってこれた
んだよね。」と語り合いました。

「久しぶりに笑いました。」「笑
うことは大切なんですね。」
「家にいても笑うことを意識
し、過ごしていきます。」と参
加者からは好評でした。

小諸在住の落語家
「林家さんぽ師匠」
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